
1

1

1

TEAM  A TEAM  B

15 29

20 22

25 30

長崎1位 19 38 福岡2位

【BOXスコア】

【戦評】

【戦評記載者】 横屋　信夫

福岡県バスケットボール協会

全九州大会１回戦、長崎県１位長崎西対福岡県２位福大大濠との対戦、長崎西のスターティングメンバ―は、＃4、＃
5、＃6、＃7、＃8、福大大濠のスターティングメンバ―は、＃4、＃6、＃7、＃8、＃14で試合開始。第1Q、両チームとも
マンツーマン。福大大濠#14の3P、長崎西#6の3Pで取り返してスタート。一進一退が続くも福大大濠の高さを生かした
ディフェンスとリバウンドで少しずつ点差を広げていく。長崎西も3Pと速攻でなんとか離されないようについていくが、福
大大濠#14を中心としたオフェンスで力の差を見せつけ終了。第2Q、長崎西#4の2Pでスタートするも、福大大濠#14のド
ライブ、#4の速攻で連続得点でさらに突き放す。長崎西はフリースローでしか点数が取れない時間帯が続き、なかなか
波に乗れない。残り３分でチームを引っ張ってきた長崎西#4がファール3回でベンチに下がるも、チーム力でカバーし、
点数を詰めて前半終了。前半は、福大大濠の高さと上手さが長崎西を大きく上回った。第3Q、長崎西#8の2P、#6の3P
で良い滑り出しを切るも、福大大濠#14の1on1で連続得点。長崎西にリズムを持っていかれない。長崎西は#4を中心に
果敢に攻め続け、#6の体を張った献身的なプレーで福大大濠の高さに対抗する。しかし、長崎西の流れになりかけて
も、福大大濠にはその流れをすぐに切る強さがある。第4Q、福大大濠は高さだけでなく速さとスキルの高さで得点を重
ねていく。メンバーを入れ替えても手を緩めない。最後まで福大大濠らしさを出し切り、40点差で勝利。福大大濠が終始
貫録を見せた試合であったが、長崎西#4#6を中心とし、最後まであきらめない高校生らしいプレーはとても良い印象で
あった。特に、長崎西#4と福大大濠#14のマッチアップはとても見ごたえがあった試合であった。
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第2副審 千原 翔太

主審 紀伊　孝哉

第49回全九州高等学校バスケットボール春季選手権大会

会場 福岡市総合体育館

日時 平成31年3月23日

第1副審 野田 宏樹

(土) 12:00

コート Bコート 第3試合

カテゴリー 男子 1回戦
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